
も く じ

詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
は
、
石
牟
礼
道
子
ら
と
行
っ

た
座
談
会
の
中
で 

“『
岩
波
古
語
辞
典
』
に
、「
住
む
」

は
「
澄
む
」
と
同
根
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
て
い

た
”
と
興
奮
気
味
に
語
っ
て
い
る
（「
漂
泊
と
定
住

の
は
ざ
ま
で
」『〈
ふ
る
さ
と
〉
の
環
境
学　

平
凡
社

カ
ル
チ
ャ
ー
t
o
d
a
y
3
』、1
9
7
9
年
）。「
あ

る
一
カ
所
に
住
む
と
い
う
こ
と
」
は
、「
濁
っ
て
い

る
水
が
自
然
に
沈
殿
し
て
い
っ
て
、
そ
れ
が
澄
ん
で

く
る
と
い
う
こ
と
」
と
同
じ
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
感
覚
は
、
今
日
の
日
本
の
地
域
社
会
に

も
根
強
く
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え

ば
、「
す
ぐ
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
人
間

（
ヨ
ソ
者
）
は
信
頼
で
き
な
い
」、「
ず
っ
と
そ
こ
に

住
ん
で
い
る
者
で
あ
れ
ば
、
裏
切
ら
な
い
し
、
責
任

あ
る
行
動
を
と
る
は
ず
だ
」
と
い
っ
た
発
想
が
今
な

お
よ
く
み
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
証
左
で
は
な
い
か
。

地
方
自
治
法
が
「
住
民
」
を
「
市
町
村
の
区
域
内

に
住
所
を
有
す
る
者
」
と
定
義
し
て
い
る
の
も
（
同

法
10
条
1
項
）、「
住
む
は
澄
む
」
と
い
う
感
覚
と
響

き
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。「
住
民
」
は
、
そ
の
属
す

る
自
治
体
の
役
務
の
提
供
を
ひ
と
し
く
受
け
る
権
利

を
有
し
、
そ
の
負
担
を
分
任
す
る
義
務
を
負
う
、
と

さ
れ
る
（
同
条
2
項
）。
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
市
町

村
の
区
域
外
に
住
む
者
は
、
地
方
自
治
法
10
条
上
、

当
該
市
町
村
の
『
住
民
』
と
し
て
の
権
利
・
義
務
の

主
体
と
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
「
住
民
」
の
と
ら
え
方
を
相

対
化
す
る
動
き
が
生
じ
て
き
た
。
第
1
に
、
そ
の
区

域
に
住
ん
で
い
て
も
日
中
に
い
な
い
者
も
い
る
し
、

逆
に
、
住
ん
で
い
な
く
て
も
日
中
に
そ
の
区
域
内
で

活
動
す
る
者
も
い
る
。こ
の
う
ち
後
者
に
つ
い
て
は
、

法
的
な
意
味
で
の
「
住
民
」
で
な
く
と
も
、
地
域
社

会
を
構
成
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
「
市
民
」
と
し

て
位
置
づ
け
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
全
国
各

地
の
自
治
基
本
条
例
が
、
区
域
内
の
居
住
者
だ
け
で

な
く
、
通
勤
・
通
学
者
や
区
域
内
で
活
動
す
る
者
な

ど
を
独
自
に
「
市
民
」
と
定
義
し
て
き
た
背
景
に
は
、

そ
う
し
た
発
想
が
存
在
し
て
い
た
。

第
2
に
、
2
0
1
6
年
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
住

ん
で
い
な
く
て
も
継
続
的
か
つ
多
様
な
形
で
地
域
に

関
わ
る
人
、
い
わ
ゆ
る
「
関
係
人
口
」
が
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
2
0
2
5
年
に
は
、

住
所
地
以
外
の
地
域
に
継
続
的
に
関
わ
る
人
を
「
ふ

る
さ
と
住
民
」
と
し
て
登
録
し
、
関
係
人
口
を
可
視

化
す
る
「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
を
創
設
す
る

方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
現
在
、
そ
の
本
格
運
用
に

向
け
た
制
度
設
計
や
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、「
住
ん
で
は
い
な
い
け
れ
ど
、
好
き
な
地
域
に

関
わ
り
た
い
、
そ
の
地
域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
持
つ
人
を
公
式
に
迎
え
入
れ
、
地
域

で
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、「
住
ん

で
い
な
い
人
た
ち
と
一
緒
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
」

と
い
う
新
た
な
可
能
性
へ
の
挑
戦
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

移
住
者
に
対
し
、
定
住
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か

け
た
り
、「
ど
う
せ
す
ぐ
に
い
な
く
な
る
ん
だ
ろ

う
？
」
な
ど
と
牽
制
し
、
冷
た
く
対
応
し
た
り
す
る

の
で
は
な
く
、「
仮
に
将
来
的
に
他
の
地
域
に
移
住

し
た
と
し
て
も
、
関
わ
り
続
け
て
く
れ
る
よ
う
な
関

係
づ
く
り
」
を
心
掛
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
住
む
は
澄
む
」
と
い
う
感
覚
を
乗
り
越
え
、「
住

ん
で
い
る
か
、
い
な
い
か
」
と
い
う
二
分
法
で
は
な

く
、
そ
の
地
域
と
の
「
関
わ
り
の
実
質
」
か
ら
地
域

の
構
成
員
を
と
ら
え
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
住
む
は
澄
む
」と
い
う
感
覚
を
乗
り
越
え
る

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授

嶋し
ま

田だ
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写真キャプション

紀伊半島の北西部に位置する有田
川町のシンボルとも言える、あらぎ
島。弧を描くように流れる有田川に
囲まれた扇形の棚田は、江戸時代
初期 (1655年頃 )に開田が始まり、
その当時に整備された用水路は、
今なお現役で使われている。2013
年には周囲の景観とともに「蘭島及
び三田・清水の農山村景観」とし
て国の重要文化的景観に選定され
た。
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随

想

令
和
８
年
熊
本
地
震
に
関
す
る
緊
急
要
請
活
動
を
実
施
�
���������������














⑵

「
第
２
回
『
給
付
付
き
税
額
控
除
』
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に 

　

棚
野
会
長
と
中
島
財
政
委
員
長
が
出
席
�
��������������������



















⑸

森
林
・
林
業
基
本
計
画
及
び
全
国
森
林
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

～
百
年
つ
づ
く
「
森
の
国
・
木
の
街
」
へ
～　

林
野
庁
林
政
部
企
画
課
�
��������







⑹

災
害
時
の
「
車
の
問
題
」
に
、
自
治
体
は
ど
う
備
え
る
か
？

　

―
災
害
サ
ポ
ー
ト
・
レ
ン
タ
カ
ー
の
仕
組
み
と
、
自
治
体
に
で
き
る
こ
と
―
�
������





⑼

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�������������������������
























⑿

町
村
か
わ
ら
版
�
������������������������������





























⒀

鬼
の
町
！
改
質
リ
グ
ニ
ン
へ
の
挑
戦
！
�
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愛
媛
県
鬼
北
町
長　

兵
頭　

誠
亀
…
⒃
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全
国
町
村
会
と
熊
本
県
町
村
会
は
、
９
月

２
日
、
令
和
８
年
熊
本
地
震
か
ら
の
早
期
復

旧
・
復
興
を
図
る
た
め
、
緊
急
要
請
活
動
を

行
っ
た
。

要
請
活
動
に
は
、
棚
野
孝
夫
全
国
町
村
会

長
（
北
海
道
白
糠
町
長
）、
竹
﨑
一
成
熊
本

県
町
村
会
長
（
芦
北
町
長
）、
草
村
大
成
熊

本
県
町
村
会
副
会
長
（
高
森
町
長
）、
藤
本

一
臣
熊
本
県
町
村
会
監
事
（
氷
川
町
長
）
が

参
加
し
た
。

「
令
和
８
年
熊
本
地
震
か
ら
の
早
期
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
緊
急
要
望
」
は
、
本
会
と
熊

本
県
町
村
会
の
連
名
に
よ
り
と
り
ま
と
め
た

も
の
で
、
①
被
災
自
治
体
の
行
政
執
行
体
制

の
確
保
と
地
方
負
担
の
抜
本
的
軽
減
、
②
被

災
者
の
住
ま
い
と
生
活
再
建
に
対
す
る
支
援

の
拡
充
、
③
応
急
仮
設
住
宅
の
確
保
及
び
避

難
生
活
・
健
康
支
援
の
充
実
、
④
公
共
イ
ン

フ
ラ
及
び
学
校
・
福
祉
等
の
公
共
公
益
施
設

の
早
期
か
つ
柔
軟
な
復
旧
、
⑤
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
及
び
観
光
関
連
事
業
者
の
事

業
再
建
・
継
続
の
支
援
、
⑥
農
林
水
産
業
の

早
期
再
建
と
営
農
継
続
に
対
す
る
支
援
の
強

化
、
⑦
災
害
廃
棄
物
処
理
及
び
公
費
解
体
を

迅
速
か
つ
円
滑
な
推
進
、
⑧
既
存
制
度
で
対

応
で
き
な
い
被
害
へ
の
支
援
と
、
復
旧
・
復

興
段
階
に
応
じ
た
柔
軟
な
財
源
措
置
―
の
計

８
項
目
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

棚
野
会
長
及
び
熊
本
県
町
村
会
役
員
は
、

木
原
稔
内
閣
官
房
長
官
、
金
子
恭
之
国
土
交

通
大
臣
、
あ
か
ま
二
郎
内
閣
府
防
災
担
当
大

臣
、
高
橋
克
法
総
務
副
大
臣
、
古
賀
篤
自
由

民
主
党
令
和
８
年
熊
本
地
震
対
策
本
部
事
務

局
長
に
面
会
し
、
被
災
町
村
の
現
状
や
課
題

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
国
に
よ
る
万
全
な
支
援
を
要
請
し
た
。

要
請
に
対
し
、木
原
内
閣
官
房
長
官
は「
予

備
費
を
活
用
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
し
て
い
く
。
支
援
が
行
き
届
い
て

い
な
い
被
災
地
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
知
ら

せ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
被
災
地
へ
の
支
援

に
全
力
で
取
り
組
む
考
え
を
示
し
た
。

令
和
令
和
88
年
熊
本
地
震
か
ら
の
早
期

年
熊
本
地
震
か
ら
の
早
期  

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
緊
急
要
望

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
緊
急
要
望

令
和
8
年
7
月
28
日
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
で
は
、
県
内
各
地
に
お
い
て
、
甚
大
か
つ

深
刻
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
国
に
お
か
れ

て
は
、
人
的
・
物
的
支
援
を
は
じ
め
、
予
備

費
の
活
用
や
激
甚
災
害
の
指
定
な
ど
、
迅
速

か
つ
多
方
面
に
わ
た
る
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
熊
本
県
で
は
、
平
成
28
年

熊
本
地
震
以
降
も
豪
雨
災
害
等
が
相
次
ぎ
、

令和８年熊本地震に関する令和８年熊本地震に関する
緊急要請活動を実施緊急要請活動を実施

 内閣官房 

 国土交通省 

 内閣府 

▲��左から草村熊本県町村会副会長、棚野会長、木
原内閣官房長官、竹﨑一成熊本県町村会長、藤
本熊本県町村会監事

▲金子国土交通大臣（中央）

▲あかま防災担当大臣（中央）
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過
去
の
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組

む
中
で
、再
び
被
災
し
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
被
害

が
広
範
囲
に
及
び
、
既
存
制
度
で
は
十
分

に
対
応
で
き
な
い
課
題
も
顕
在
化
し
て
お

り
ま
す
。

国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
被
災
し
た
住
民

や
事
業
者
が
一
日
も
早
く
安
心
し
た
生
活
と

生
業
を
取
り
戻
し
、
被
災
町
村
が
復
旧
・
復

興
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
下
記
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
措
置
を

講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

記

１　

�

被
災
自
治
体
の
行
政
執
行
体
制
の
確
保

と
地
方
負
担
の
抜
本
的
軽
減

⑴�
土
木
・
建
築
等
の
技
術
職
員
を
は
じ
め
、

被
害
認
定
、
公
費
解
体
、
災
害
査
定
、
農

業
、
上
下
水
道
等
に
必
要
な
専
門
人
材
及

び
事
務
職
員
に
つ
い
て
、
短
期
の
応
援
に

と
ど
ま
ら
な
い
中
長
期
的
・
継
続
的
な

派
遣
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
受
入
経

費
に
つ
い
て
十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

⑵�

避
難
所
運
営
、
被
災
者
支
援
、
職
員
の
時

間
外
勤
務
、
公
共
施
設
の
応
急
復
旧
等
、

自
治
体
の
財
政
力
に
か
か
わ
ら
ず
実
際
に

生
じ
る
災
害
対
応
経
費
に
つ
い
て
、
実
負

担
を
十
分
に
踏
ま
え
、
災
害
救
助
法
に
基

づ
く
救
助
事
務
に
係
る
事
務
費
を
含
め
、

特
別
交
付
税
等
に
よ
り
十
分
な
財
政
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。
特
に
、
過
去
の
地
震
・

豪
雨
災
害
等
に
よ
る
復
旧
事
業
や
地
方
債

を
抱
え
た
ま
ま
、
今
回
新
た
な
復
旧
費
や

地
方
債
負
担
が
重
な
る
自
治
体
に
つ
い
て

は
、
い
わ
ば
公
的
な
二
重
負
担
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
、
補
助
率
の
嵩
上
げ
、
交
付
税

措
置
の
拡
充
、
既
往
債
へ
の
対
応
等
、
特

段
の
地
方
負
担
軽
減
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

２　

�

被
災
者
の
住
ま
い
と
生
活
再
建
に
対
す

る
支
援
の
拡
充

⑴�

一
部
損
壊
・
準
半
壊
等
を
含
め
、
現
行
の

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
で
は
十
分
な

支
援
が
届
か
な
い
世
帯
へ
の
支
援
を
拡
充

す
る
こ
と
。

⑵�

住
宅
の
応
急
修
理
に
つ
い
て
は
、
実
際
の

施
工
費
や
被
災
地
の
実
情
を
踏
ま
え
、
対

象
範
囲
、
限
度
額
、
実
施
期
限
等
を
見
直

す
と
と
も
に
、
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
及

び
必
要
な
建
替
え
へ
の
支
援
を
充
実
す
る

こ
と
。
ま
た
、
住
宅
本
体
だ
け
で
な
く
、

地
割
れ
や
液
状
化
に
よ
り
被
災
し
た
宅

地
、
擁
壁
、
土
留
め
、
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、

生
活
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
私
道
、
個

人
井
戸
等
に
つ
い
て
も
、
生
活
再
建
に
不

可
欠
な
も
の
と
し
て
柔
軟
な
支
援
を
講
じ

る
こ
と
。
特
に
、
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に

つ
い
て
は
、
余
震
が
続
く
中
、
通
学
路
・

避
難
路
や
緊
急
車
両
の
通
行
に
も
支
障
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
迅
速
に
活
用
で
き
る

災
害
時
の
支
援
制
度
を
講
じ
る
こ
と
。

３　
�

応
急
仮
設
住
宅
の
確
保
及
び
避
難
生

活
・
健
康
支
援
の
充
実

⑴�

応
急
仮
設
住
宅
及
び
賃
貸
型
応
急
住
宅

（
み
な
し
仮
設
）
に
つ
い
て
、
被
災
地
域

の
地
形
、
土
地
利
用
、
住
宅
事
情
等
を
踏

ま
え
、
立
地
・
供
与
要
件
や
家
賃
上
限
等

を
弾
力
的
に
運
用
し
、
必
要
な
住
ま
い
を

早
期
に
確
保
す
る
こ
と
。
特
に
、
建
設
型

応
急
住
宅
の
整
備
に
お
い
て
現
行
制
度
で

は
浸
水
想
定
区
域
に
お
い
て
は
建
設
不
可

と
な
っ
て
い
る
。
町
内
平
坦
部
全
域
が
浸

水
想
定
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
団
体
に

お
い
て
は
建
設
用
地
の
確
保
が
困
難
で
あ

る
た
め
、
基
準
の
緩
和
と
二
階
建
て
建
設

型
応
急
住
宅
並
び
に
自
宅
敷
地
内
へ
の
建

設
型
応
急
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
対
応
す

る
こ
と
。
ま
た
、
賃
貸
型
応
急
住
宅
に
お

い
て
、
二
者
契
約
か
ら
三
者
契
約
へ
切
り

替
え
た
場
合
に
は
、
入
居
時
に
負
担
し
た

損
害
保
険
料
や
仲
介
手
数
料
等
の
初
期
費

用
に
つ
い
て
も
遡
及
し
て
支
援
対
象
と
す

る
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
。

⑵�

ト
イ
レ
、キ
ッ
チ
ン
、ベ
ッ
ド
、パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
等
の
避
難
所
資
機
材
に
つ
い
て
、

個
々
の
自
治
体
に
よ
る
備
蓄
に
は
保
管
場

所
・
財
政
面
で
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
・
広
域
単
位
（
例
え
ば
関
東
・
関
西
・

九
州
な
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
）で
の
備
蓄
・

供
給
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
民
間

と
の
連
携
を
含
め
、
食
事
提
供
体
制
の
充

実
を
図
る
こ
と
。

⑶�

酷
暑
期
の
災
害
を
踏
ま
え
、
避
難
所
・
福

祉
施
設
等
の
空
調
・
非
常
用
電
源
、
仮
置

場
や
家
屋
調
査
等
の
熱
中
症
対
策
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
在
宅
・
車
中
泊
避
難
者

を
含
む
被
災
者
の
把
握
・
見
守
り
、
医
療
・

生
活
支
援
、
災
害
関
連
死
防
止
及
び
子
ど

も
等
の
心
の
ケ
ア
に
必
要
な
専
門
職
・
財

政
的
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
。

 総務省  自由民主党 

▲古賀事務局長（中央） ▲高橋総務副大臣（中央）
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４　

�

公
共
イ
ン
フ
ラ
及
び
学
校
・
福
祉
等
の

公
共
公
益
施
設
の
早
期
か
つ
柔
軟
な

復
旧

⑴�
道
路
、
河
川
、
上
下
水
道
等
に
つ
い
て
、

災
害
査
定
の
簡
素
化
・
迅
速
化
、
査
定
前

着
工
の
積
極
的
な
活
用
、
必
要
な
技
術
職

員
の
派
遣
等
に
よ
り
早
期
復
旧
を
図
る
と

と
も
に
、
市
町
村
単
独
で
対
応
困
難
な
大

規
模
被
害
に
つ
い
て
は
、国
に
よ
る
直
轄
・

権
限
代
行
等
を
含
む
強
力
な
支
援
を
講
じ

る
こ
と
。

⑵�

老
朽
化
し
た
施
設
が
再
び
被
災
し
て
い
る

実
情
を
踏
ま
え
、
単
な
る
原
形
復
旧
に
限

定
せ
ず
、
上
下
水
道
施
設
等
の
建
替
え
や

耐
震
化
、
再
度
災
害
防
止
の
た
め
の
改
良

復
旧
を
可
能
と
す
る
こ
と
。

⑶�

学
校
、
保
育
・
就
学
前
施
設
、
児
童
福
祉

施
設
、
社
会
教
育
施
設
等
に
つ
い
て
も
、

資
材
費
・
人
件
費
等
の
高
騰
を
踏
ま
え
て

補
助
基
準
額
の
引
き
上
げ
や
対
象
の
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、
老
朽
施
設
に
つ
い

て
は
建
替
え
や
現
地
外
復
旧
、
避
難
所
機

能
向
上
の
た
め
の
空
調
設
備
整
備
等
を
柔

軟
に
認
め
る
こ
と
。

５　

�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
及
び
観

光
関
連
事
業
者
の
事
業
再
建
・
継
続
の

支
援

⑴�

被
災
し
た
店
舗
、
工
場
、
倉
庫
、
設
備
等

の
復
旧
に
対
す
る
十
分
な
補
助
制
度
を
早

期
に
講
じ
る
と
と
も
に
、
仮
設
設
備
、
代

替
店
舗
、
原
材
料
・
資
材
の
調
達
等
、
本

格
復
旧
ま
で
の
事
業
継
続
に
必
要
な
経
費

に
つ
い
て
幅
広
く
支
援
す
る
こ
と
。

⑵�

企
業
規
模
や
直
接
被
害
の
有
無
の
み
で
支

援
対
象
を
限
定
せ
ず
、原
材
料
供
給
停
止
、

物
流
停
滞
、
受
注
減
少
、
操
業
停
止
・
縮

小
等
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
実

質
的
な
影
響
を
受
け
た
事
業
者
に
つ
い
て

も
支
援
対
象
と
す
る
こ
と
。

⑶�

過
去
の
災
害
か
ら
の
再
建
に
伴
う
借
入
債

務
を
抱
え
る
事
業
者
が
、
今
回
の
被
災
に

よ
り
再
び
復
旧
資
金
の
借
入
れ
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
場
合
に
は
、
新
旧
の
債
務
が
重

な
り
事
業
継
続
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、資
金
繰
り
支
援
と
併
せ
、

二
重
債
務
対
策
を
十
分
に
講
じ
る
こ
と
。

⑷�

直
接
被
害
が
比
較
的
小
さ
い
地
域
で
も

宿
泊
キ
ャ
ン
セ
ル
や
旅
行
控
え
が
生
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

保
証
、
雇
用
調
整
助
成
金
等
の
要
件
緩
和

及
び
効
果
的
な
観
光
需
要
回
復
策
を
講

じ
る
こ
と
。

６　

�

農
林
水
産
業
の
早
期
再
建
と
営
農
継
続

に
対
す
る
支
援
の
強
化

⑴�

被
災
し
た
農
地
、
農
業
用
水
路
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
、
た
め
池
、
農
業
用
倉
庫
、
農
業

機
械
等
に
つ
い
て
、
早
期
復
旧
・
再
取
得

に
必
要
な
十
分
な
支
援
を
講
じ
る
こ
と
。

今
回
の
地
震
で
は
作
付
け
期
間
中
に
被

災
し
た
農
地
も
多
く
、
現
時
点
で
は
確

認
で
き
な
い
被
害
が
稲
刈
り
後
等
に
判

明
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
害

確
認
時
期
や
申
請
期
限
を
弾
力
的
に
運
用

す
る
こ
と
。

⑵�

高
齢
農
業
者
や
後
継
者
が
未
定
の
農
業
者

に
つ
い
て
も
、
被
災
を
契
機
と
し
た
離
農

を
防
ぐ
観
点
か
ら
営
農
継
続
要
件
等
を
柔

軟
に
運
用
す
る
と
と
も
に
、
選
果
場
等
、

一
施
設
の
被
災
が
産
地
全
体
の
生
産
・
出

荷
に
影
響
す
る
共
同
利
用
施
設
に
つ
い
て

重
点
的
な
復
旧
支
援
を
講
じ
る
こ
と
。

⑶�

農
道
橋
、
農
道
ト
ン
ネ
ル
、
た
め
池
等
に

つ
い
て
、
緊
急
点
検
、
既
存
事
業
の
優
先

採
択
、
補
助
要
件
の
緩
和
及
び
自
治
体
・

受
益
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

７　

�

災
害
廃
棄
物
処
理
及
び
公
費
解
体
を
迅

速
か
つ
円
滑
な
推
進

⑴�

災
害
廃
棄
物
の
仮
置
場
の
設
置
・
運
営
・

撤
去
及
び
広
域
処
理
に
つ
い
て
十
分
な
財

政
的
・
技
術
的
支
援
を
行
い
、
被
災
自
治

体
の
み
で
は
対
応
困
難
な
場
合
に
は
、国
・

県
が
主
導
し
て
広
域
的
な
処
理
・
運
搬
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
。

⑵�

公
費
解
体
・
自
費
解
体
に
つ
い
て
、
被
災

者
及
び
自
治
体
が
早
期
に
判
断
・
着
手
で

き
る
よ
う
基
準
単
価
及
び
対
象
範
囲
を
速

や
か
に
明
確
化
し
、倉
庫
、車
庫
、ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
に
つ
い
て
も
生
活
環
境
保
全
上
必

要
な
も
の
は
柔
軟
に
対
象
と
す
る
こ
と
。

⑶�

建
物
登
記
情
報
の
無
料
取
得
や
行
政
機
関

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
閲
覧
等
、
公
費
解
体

に
伴
う
被
災
者
・
自
治
体
の
手
続
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
。

８　

�
既
存
制
度
で
対
応
で
き
な
い
被
害
へ
の

支
援
と
、
復
旧
・
復
興
段
階
に
応
じ
た

柔
軟
な
財
源
措
置

⑴�

今
回
の
地
震
で
は
、
公
有
で
な
い
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
擁
壁
、地
域
所
有
の
集
会
所
、

消
防
団
施
設
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
に
不
可
欠
な
神
社
・
祠
・
墓
地
、
指
定

外
文
化
財
等
に
お
い
て
被
害
が
現
実
に
生

じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
存
制
度

で
は
十
分
な
支
援
が
及
ば
な
い
「
制
度
の

谷
間
」
が
多
数
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
、
ま
ず
は
関
係
省
庁
に
お
い
て
、

既
存
制
度
の
弾
力
的
運
用
、
対
象
・
補
助

率
の
拡
充
、
新
た
な
支
援
制
度
の
創
設
等

に
よ
り
、
可
能
な
限
り
個
別
制
度
で
対
応

す
る
こ
と
。
そ
の
上
で
、
各
省
庁
の
制
度

を
最
大
限
活
用
し
て
も
な
お
対
応
で
き
な

い
被
害
・
課
題
に
つ
い
て
は
、
自
由
度
の

高
い
復
興
財
源
・
基
金
等
を
含
め
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
支
援
で
き
る
仕

組
み
を
講
じ
る
こ
と
。

⑵�

今
後
の
被
害
把
握
や
復
旧
・
復
興
の
進
展

に
伴
い
、
新
た
な
課
題
が
生
じ
る
こ
と
も

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
度
限
り
の
支

援
に
と
ど
め
ず
、
復
旧
・
復
興
の
段
階
に

応
じ
て
必
要
な
制
度
・
財
政
措
置
を
機
動

的
か
つ
継
続
的
に
追
加
・
拡
充
す
る
こ
と
。

令
和
８
年
９
月
２
日

�

全
国
町
村
会
長　

棚
野　

孝
夫

�

熊
本
県
町
村
会
長　

竹
﨑　

一
成

　

休
刊
の
お
知
ら
せ

　
9
月
21
日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
3
3
7
4
号
は
9
月
28
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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棚
野
孝
夫
会
長
（
北
海
道
白
糠
町
長
）
と

中
島
栄
財
政
委
員
会
委
員
長
（
茨
城
県
美
浦

村
長
）
は
8
月
31
日
、「
第
２
回
『
給
付
付

き
税
額
控
除
』
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議

の
場
」
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
し
た
。
今
回

の
会
合
は
、
第
１
回
協
議
の
場
で
示
さ
れ
た

地
方
側
の
意
見
に
対
す
る
国
の
対
応
案
が
示

さ
れ
る
と
と
も
に
、
給
付
付
き
税
額
控
除
に

関
す
る
国
と
地
方
の
役
割
分
担
や
財
政
負

担
、
事
務
執
行
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う
た
め
開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
城
内
実
全
世
代
型
社
会
保
障

改
革
担
当
大
臣
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
地

方
三
団
体
の
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し

た
。
本
会
の
棚
野
会
長
は
、
過
去
の
給
付
金

事
務
に
お
い
て
町
村
職
員
が
心
身
と
も
に
大

き
な
負
担
を
抱
え
な
が
ら
対
応
し
て
き
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
の
さ
ら
な
る
進
行

に
よ
り
、
現
状
の
事
務
体
制
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
す
ら
一
層
困
難
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
中
、
ま
た
今
後
ま
す
ま
す
自
主

財
源
の
確
保
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
中
で
、

新
た
な
給
付
事
務
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
る
事

務
負
担
や
財
政
負
担
へ
の
懸
念
を
表
明
し
た
。

続
い
て
、
事
務
局
か
ら
第
１
回
協
議
の
場

の
資
料
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
城

内
大
臣
か
ら
、
第
１
回
協
議
の
場
で
示
し
た

地
方
側
の
意
見
に
対
す
る
対
応
方
針
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。
城
内
大
臣
は
、
給
付
事

務
に
係
る
負
担
に
つ
い
て
、
実
務
検
討
チ
ー

ム
や
地
方
側
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
法
制

上
の
措
置
や
負
担
軽
減
策
を
講
じ
る
考
え
を

示
す
と
と
も
に
、
制
度
導
入
後
も
国
と
地
方

の
役
割
分
担
に
つ
い
て
継
続
的
に
検
討
し
て

い
く
と
述
べ
た
。
ま
た
、
財
政
負
担
に
つ
い

て
は
地
方
の
財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
旨
の
説
明

が
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
に
お
い
て
、
棚
野
会

長
は
、「
今
回
の
給
付
事
務
は
本
来
、
国
が
果

た
す
べ
き
役
割
に
係
る
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘

し
た
上
で
、
や
む
を
得
ず
地
方
に
担
わ
せ
る
場

合
に
は
、
そ
の
期
間
を
法
令
に
明
記
す
る
よ

う
求
め
た
。
あ
わ
せ
て
、
給
付
事
務
に
係
る

負
担
軽
減
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
実
務
検

討
チ
ー
ム
で
出
た
意
見
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
丁

寧
に
対
応
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
ま
た
、
財

政
規
模
や
財
政
余
力
の
小
さ
い
町
村
に
と
っ

て
新
た
な
負
担
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
状
況
に

は
な
い
と
し
て
、
国
の
責
任
に
お
い
て
確
実

な
財
源
保
障
を
講
じ
る
よ
う
重
ね
て
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
、
城
内
大
臣
は
、
事
務
費
を

含
め
地
方
の
財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
対
応
し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。ま
た
、

「
地
方
自
治
体
の
実
情
や
現
場
の
声
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
地
方
が
納
得
で
き
る
形
で
制
度

の
円
滑
な
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述

べ
、
協
議
の
場
は
終
了
し
た
。

「第２回『給付付き税額控除』に「第２回『給付付き税額控除』に
関する国と地方の協議の場」に関する国と地方の協議の場」に
棚野会長と中島財政委員長が出席棚野会長と中島財政委員長が出席

▲中島財政委員長 ▲棚野会長

柱のテキスト変数
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１１
．
は
じ
め
に

．
は
じ
め
に

森
林
・
林
業
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本

計
画
」
と
い
う
。）
は
、
森
林
・
林
業
基

本
法
に
基
づ
き
、
森
林
及
び
林
業
に
関
す

る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を

図
る
た
め
、
政
府
が
定
め
る
計
画
で
す
。

基
本
計
画
は
、
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に
変

更
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

日
之
影
町
の
佐
藤
貢
町
長
も
委
員
と
し
て

参
画
す
る
林
政
審
議
会
で
２
０
２
５
年
９

月
か
ら
議
論
を
重
ね
、
森
林
及
び
林
業
を

め
ぐ
る
情
勢
変
化
等
を
踏
ま
え
て
見
直
す

と
と
も
に
、
こ
れ
に
即
し
て
全
国
森
林
計

画
を
変
更
し
ま
し
た
。

新
た
な
基
本
計
画
（
２
０
２
６
年
６
月

閣
議
決
定
）
で
は
、
幅
広
い
関
係
者
と
の

連
携
の
下
、
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
挑
戦

で
き
る
構
造
を
確
立
し
、
先
人
か
ら
受
け

継
い
だ
豊
か
な
森
林
を
適
切
に
循
環
利
用

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
日
本
列
島
全
体
を

強
く
豊
か
に
し
、
百
年
先
の
未
来
へ
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
込
め
、「
百

年
つ
づ
く
『
森
の
国
・
木
の
街
』
へ
」
と

い
う
副
題
を
初
め
て
設
け
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
特
に
市
町
村
行
政
に
関
わ

る
内
容
に
重
点
を
置
い
て
、
概
要
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

２２
．
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

．
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

１　

�

森
林
及
び
林
業
に
関
す
る
施
策
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
方
針

（
1
）�

前
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
評

価
等

前
基
本
計
画
の
下
で
は
、
全
て
の
人
々

が
、
自
然
の
恵
み
を
受
け
続
け
な
が
ら
、

豊
か
で
人
間
的
・
文
化
的
な
社
会
経
済
生

活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
構
築
を

め
ざ
し
て
、
国
土
と
自
然
の
根
幹
で
あ
る

森
林
の
適
正
な
管
理
と
、
森
林
資
源
の
持

続
的
な
利
用
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
造
林
の
省
力
化
・
低
コ
ス

ト
化
や
森
林
経
営
管
理
制
度
に
よ
る
市
町

村
へ
の
経
営
管
理
権
の
集
積
等
に
一
定
の

進
展
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
建
築
用
材

等
の
国
産
材
率
が
半
世
紀
ぶ
り
に
５
割
を

超
え
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
依
然
と
し

て
立
木
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
中
で
再
造

林
等
に
か
か
る
経
費
負
担
が
大
き
い
こ
と

や
、
区
域
内
で
の
主
伐
後
は
原
則
、
植
栽

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
、
特
に
効
率
的

な
施
業
が
可
能
な
森
林
の
区
域
（
以
下

「
効
率
的
施
業
森
林
区
域
」
と
い
う
。）
の

設
定
等
の
取
組
が
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で

あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
人
工
林
の
主
伐

後
に
天
然
更
新
が
選
択
さ
れ
、
再
造
林
が

十
分
に
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
状
況
が
見

受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）�

森
林
及
び
林
業
を
め
ぐ
る
情
勢
変

化
等
を
踏
ま
え
た
対
応
方
向

新
た
な
基
本
計
画
で
は
、
環
境
に
配
慮

し
た
企
業
経
営
等
を
求
め
る
社
会
的
気
運

の
高
ま
り
を
好
機
と
捉
え
つ
つ
、
複
合
的

な
山
地
災
害
や
大
規
模
な
林
野
火
災
等
の

新
た
な
危
機
に
対
応
す
る
た
め
、
森
林
資

源
の
循
環
利
用
と
付
加
価
値
の
創
出
に
よ

る「
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
の
実
現
」と
、

「
国
民
の
安
全
・
安
心
を
根
底
か
ら
支
え

る
多
様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り
」
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
の
好
循
環
を
生
み
出
し
、「
森
の
国
・

木
の
街
」
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

２　

�

新
た
な
基
本
計
画
に
お
け
る
目
標
等

基
本
計
画
で
は
、
森
林
・
林
業
基
本
法

に
基
づ
き
、「
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機

能
の
発
揮
に
関
す
る
目
標
」
と
、「
林
産

物
の
供
給
及
び
利
用
に
関
す
る
目
標
」
の

２
つ
の
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
基
本
計
画
で
は
、
目
標

達
成
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
施

策
に
つ
い
て
、
そ
の
有
効
性
を
示
す
た
め

の
成
果
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
初
め
て
設
定

し
ま
し
た
。
民
有
林
の
効
率
的
施
業
森
林

区
域
等
の
面
積
等
に
つ
い
て
２
０
３
０
年

度
の
指
標
を
設
定
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
検
証
等
と
施
策
の
見
直
し
を
行

う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
践
し
、
目
標

の
着
実
な
達
成
を
図
り
ま
す
。

（
１
）�

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
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揮
に
関
す
る
目
標

森
林
の
適
正
な
整
備
及
び
保
全
の
実
施

に
よ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
森
林
構
成
・

配
置
と
な
り
、
多
面
的
機
能
が
持
続
的
に

発
揮
さ
れ
る
理
想
的
な
森
林
の
状
態
を

「
指
向
す
る
森
林
の
状
態
」
と
し
、
こ
れ

に
到
達
す
る
過
程
の
５
、
10
、
20
年
後
の

状
態
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

こ
の
目
標
は
、
前
基
本
計
画
ま
で
は
、

「
育
成
単
層
林
」、「
育
成
複
層
林
」及
び「
天

然
生
林
」
の
３
区
分
に
よ
り
示
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
た
な
基
本
計
画
で
は
、
森
林

の
４
割
を
占
め
る
人
工
林
に
つ
い
て
、
そ

の
６
割
が
利
用
期
と
な
っ
て
い
る
状
況
等

を
踏
ま
え
、
林
業
に
適
し
た
森
林
と
し
て

循
環
利
用
す
る
も
の
と
天
然
林
へ
移
行
す

る
も
の
を
よ
り
分
か
り
や
す
い
形
で
示
す

た
め
、「
人
工
林
」
と
「
天
然
林
」
に
区

分
し
、さ
ら
に
天
然
林
の
内
数
と
し
て「
利

活
用
等
に
よ
り
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る

天
然
林
」
を
示
し
て
い
ま
す
。

（
２
）�

林
産
物
の
供
給
及
び
利
用
に
関
す

る
目
標

期
待
す
る
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
森
林

の
整
備
及
び
保
全
が
行
わ
れ
た
場
合
に
将

来
の
利
用
量
に
対
応
し
て
供
給
し
得
る
木

材
（
国
産
材
）
供
給
量
、
今
後
の
需
要
動

向
を
見
通
し
た
う
え
で
、
諸
課
題
が
解
決

さ
れ
た
場
合
に
実
現
可
能
な
木
材
（
国
産

材
）
利
用
量
を
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い

ま
す
（
表
２
）。

ま
た
、
用
途
別
の
木
材
利
用
量
に
つ
い

て
は
、
製
材
用
材
や
合
板
用
材
を
合
わ
せ

た
「
建
築
用
材
等
」
と
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ

用
材
等
や
燃
料
材
を
合
わ
せ
た
「
非
建
築

用
材
等
」
に
区
分
し
た
う
え
で
、
よ
り
丸

太
価
格
が
高
い
「
建
築
用
材
等
」
を
中
心

に
、
利
用
量
の
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
（
表
３
）。

３　

�

政
府
が
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず

べ
き
施
策

基
本
計
画
で
は
、
前
述
の
「
基
本
的
な

方
針
」や「
目
標
」に
沿
っ
た
内
容
で
、政
府

が
講
ず
べ
き
施
策
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

（
１
）�

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発

揮
に
関
す
る
施
策

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
に

つ
い
て
は
、「
指
向
す
る
森
林
の
状
態
」

に
向
け
た
森
林
の
整
備
及
び
保
全
等
の
施

策
を
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
、
持
続
的
な
森
林
経
営
や
森
林

の
集
積
・
集
約
化
等
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

持
続
的
な
森
林
経
営
の
推
進
に
向
け
て

は
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
お
い
て
発

揮
を
期
待
す
る
機
能
に
応
じ
た
ゾ
ー
ニ
ン

グ
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
と
り
わ
け
、

林
業
適
地
を
効
率
的
施
業
森
林
区
域
等
に

設
定
し
、
路
網
整
備
等
の
施
策
を
重
点
化

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
林

業
適
地
に
お
け
る
主
伐
後
の
再
造
林
の
確

保
と
生
物
多
様
性
の
保
全
を
図
る
た
め
、

森
林
経
営
計
画
制
度
を
見
直
し
、
計
画
作

成
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま

（（表表３３）） 用用途途別別のの利利用用量量のの目目標標

（（表表２２）） 木木材材供供給給量量のの目目標標
（単位：百万㎥）

用途区分

総需要量 利用量

R６年

(実績)

R12年

(見通し)

R17年

(見通し)

R６年

(実績)

R12年

(目標)

R17年

(目標)

建築用材等 計 ３２ ３４ ３５ １８ ２３ ２６

製材用材 ２５ ２６ ２６ １４ １８ ２０

合板用材 ８ ８ ９ ４ ５ ６

非建築用材等 計 ５０ ５０ ５０ １７ １７ １７

ﾊﾟﾙﾌ゚・ﾁｯﾌ゚用材等 ２７ ２６ ２６ ４ ４ ４

燃料材 ２３ ２４ ２４ １２ １３ １３

合計 ８２ ８５ ８５ ３５ ４０ ４２

R６年
(実績)

R12年
(目標)

R17年
(目標)

木材供給量 ３５ ４０ ４２

（単位：百万㎥）

（（表表１１）） 森森林林のの有有すするる多多面面的的機機能能のの発発揮揮にに関関すするる目目標標

R７年
（現況）

目標とする森林の状態 （参考）
指向する
森林の状態R12年 R17年 R27年

森林面積（万ha）

人工林 １，０２０ １，０１０ １，０００ ９８０ ６３０

天然林 １，４９０ １，５００ １，５１０ １，５３０ １，８７０

うち、利活用等により
機能の維持増進を図
る天然林

１１０ １３０ １５０ １９０ ５２０

合計 ２，５００ ２，５００ ２，５００ ２，５００ ２，５００

注１：用途別の利用量は、国産材に係るものである。
２：各用途には輸出を含む。
３：「パルプ・チップ用材等」には、しいたけ原木等を含む。
４：「燃料材」とは、ペレット、薪、炭、燃料用チップである。
５：百万㎥単位で四捨五入しているため、内訳と計とは一致しない場合がある。

注１：「人工林」は、主として植栽又は人工下種により成立している森林で伐採跡地を含み、
「天然林」は、主として種子の自然散布による更新、ぼう芽による更新等の天然更新に
より成立している森林で竹林及び未立木地を含む。

２：「利活用等により機能の維持増進を図る天然林」は、適切な整備により利活用等を促進
し、多面的機能の維持増進を図る里山林等の天然林で、現況は、天然林のうち人為によ
り成立しているものを集計している。

３：目標とする森林の状態及び指向する森林の状態は、令和７年を基準として算出している。
４：令和７年の値は、令和７年４月１日の数値で、森林資源現況調査から推計している。
５：十万ha単位で四捨五入しているため、内訳と計とは一致しない場合がある。
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た
、
適
正
な
伐
採
と
更
新
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
、
森
林
経
営
計
画
制
度
と
伐
採
造
林

届
出
制
度
の
適
切
な
運
用
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

森
林
の
集
積
・
集
約
化
の
加
速
に
向
け

て
は
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
等
を
活
用

し
た
境
界
明
確
化
の
推
進
や
森
林
経
営
管

理
制
度
の
最
大
限
の
活
用
等
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
国
や
都
道
府

県
の
積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
地
域

林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
森
林
総
合
監
理

士
、
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
経
営
管

理
支
援
法
人
等
に
よ
る
市
町
村
の
体
制
整

備
や
技
術
的
支
援
等
を
促
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
造
林
の
省
力
化
・
低
コ
ス

ト
化
、
生
物
多
様
性
の
保
全
等
の
た
め
の

多
様
な
森
林
づ
く
り
、
治
山
対
策
・
森
林

整
備
に
よ
る
国
土
強
靱
化
、
延
焼
し
に
く

い
多
様
な
林
相
へ
の
誘
導
、
野
生
鳥
獣
の

生
息
環
境
の
保
全
・
整
備
や
緩
衝
帯
の
整

備
、
ス
ギ
人
工
林
等
の
伐
採
・
植
替
え
等

に
よ
る
花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
転
換
等

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）�

林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展

に
関
す
る
施
策

森
林
の
多
面
的
機
能
の
持
続
的
な
発
揮

を
図
る
た
め
に
は
、
林
業
そ
の
も
の
が
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
か
つ
健
全
に
発
展

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
た
め
、
面

的
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
一
体
的
に
長
期
間

経
営
す
る
多
様
な
林
業
経
営
体
の
育
成
、

労
働
安
全
の
確
保
・
生
産
性
向
上
に
向
け

た
林
業
機
械
の
遠
隔
操
作
・
自
動
運
転
技

術
等
の
開
発
・
実
装
、所
得
水
準
の
向
上
に

向
け
た
技
能
検
定
を
活
用
し
た
能
力
評
価

の
導
入
等
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
３
）�

林
産
物
の
供
給
及
び
利
用
の
確
保

に
関
す
る
施
策

林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
に
当

た
っ
て
は
、
国
産
材
の
流
通
及
び
加
工
の

合
理
化
や
、需
要
拡
大
等
の
施
策
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
た
め
、
持
続
可

能
な
木
材
取
引
に
向
け
た
再
造
林
か
ら
消

費
に
至
る
ま
で
の
コ
ス
ト
構
造
の
整
理
等

の
条
件
整
備
、Ｊ
Ａ
Ｓ
等
品
質
性
能
の
確

か
な
製
品
の
安
定
的
・
効
率
的
供
給
、Ｓ
Ｈ

Ｋ
制
度
や
建
築
物
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２
の
評
価
等

を
活
用
し
た
国
産
材
利
用
効
果
の
見
え
る

化
、
大
径
材
や
広
葉
樹
材
を
活
用
し
た
内

装
材
等
の
製
品
の
開
発
・
普
及
等
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組

と
併
せ
て
、
関
係
府
省
と
の
連
携
に
よ
る

木
育
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

３３
．
全
国
森
林
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

．
全
国
森
林
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

全
国
森
林
計
画
は
、
森
林
法
第
４
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
が
、
基

本
計
画
に
即
し
、
全
国
の
森
林
に
つ
い
て

５
年
ご
と
に
15
年
を
１
期
と
し
て
た
て
る

計
画
で
、
国
の
長
期
に
わ
た
る
統
一
的
な

森
林
の
整
備
・
保
全
に
関
す
る
考
え
方
及

び
森
林
施
業
上
の
指
針
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
す
。

今
回
、
現
行
の
全
国
森
林
計
画
（
計
画

期
間
：
２
０
２
４
年
４
月
１
日
か
ら
２
０

３
９
年
３
月
31
日
）
に
つ
い
て
、
新
た
な

基
本
計
画
の
考
え
方
等
に
即
し
た
計
画
と

な
る
よ
う
、
目
標
や
記
載
内
容
を
変
更
し

ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
目
標
に
つ
い
て
、
新
た

な
基
本
計
画
の
目
標
区
分
に
即
し
て
「
人

工
林
」「
天
然
林
」「
利
活
用
等
に
よ
り
機

能
の
維
持
増
進
を
図
る
天
然
林
」
と
区
分

し
て
示
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
林
業

適
地
の
人
工
林
は
、
効
率
的
施
業
森
林
区

域
の
設
定
や
森
林
経
営
計
画
の
作
成
等
の

積
極
的
な
推
進
に
よ
り
人
工
林
を
維
持
し

つ
つ
、
林
業
適
地
以
外
の
人
工
林
は
天
然

林
へ
移
行
す
る
等
の
取
組
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
、

生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
森
林
整
備
の
推

進
、
野
生
鳥
獣
対
策
や
林
野
火
災
予
防
対

策
の
推
進
等
に
つ
い
て
記
載
の
追
加
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

４４
．
お
わ
り
に

．
お
わ
り
に

今
後
、
新
た
な
基
本
計
画
や
全
国
森
林

計
画
に
即
し
て
、
地
域
森
林
計
画
や
市
町

村
森
林
整
備
計
画
等
を
樹
立
・
変
更
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
計
画
に
基
づ
く
取
組
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。新

た
な
基
本
計
画
で
は
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
関
係
者
に
特
に
必
要
と
さ
れ
る

視
点
と
し
て
、
短
期
的
な
利
益
の
み
を
追

求
す
る
の
で
は
な
く
、
森
林
が
も
た
ら
す

価
値
を
分
け
合
う
共
生
関
係
に
あ
る
と
の

視
点
を
共
有
し
、
互
い
に
協
力
し
て
、
森

林
の
適
正
な
管
理
、
森
林
資
源
の
循
環
利

用
を
確
保
す
べ
く
努
力
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
旨
を
明
記
し
ま
し
た
。
林
野
庁
で

は
、
現
場
で
具
体
的
な
取
組
が
進
む
よ
う

施
策
の
充
実
と
効
果
的
な
展
開
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、「
百
年
つ
づ
く
『
森

の
国
・
木
の
街
』」
の
実
現
に
向
け
て
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

基
本
計
画
や
全
国
森
林
計
画
の
詳
細
や

関
連
資
料
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

森
林
・
林
業
基
本
計
画
：https://

w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/kikaku/
plan/全

国
森
林
計
画
：https://w

w
w
.

rin
ya
.m
a
ff.g

o
.jp
/j/k

eik
a
k
u
/

sinrin_keikaku/con_3.htm
l
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災
害
が
起
き
る
と
、
被
災
地
で
は
車
が
不

足
し
ま
す
。
公
共
交
通
が
限
ら
れ
る
地
域
で

は
、
車
を
失
っ
た
方
々
は
、
通
院
、
買
い
物
、

仕
事
、
片
付
け
、
行
政
手
続
き
な
ど
、
生
活

再
建
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
困
難
を
抱

え
ま
す
。
※
被
災
さ
れ
た
方
々
の
実
際
の
声

（
２
分
20
秒
）
は
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
支

援
現
場
で
も
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
ワ
ゴ
ン
車
が

不
足
す
れ
ば
、
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

十
分
に
活
動
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
災
害

対
応
に
あ
た
る
自
治
体
で
も
、
避
難
所
の
開

設
や
現
地
調
査
に
使
う
公
用
車
が
不
足
し
ま

す
。
車
は
、
被
災
地
の
復
旧
を
左
右
す
る
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
な
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自

治
体
は
平
時
か
ら
車
の
問
題
を
知
り
、
備
え

を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。  

■�

石
巻
か
ら
始
ま
っ
た
、
寄
付
車
に�

よ
る
支
援

日
本
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
協
会
は
、
約
６

万
台
の
車
が
被
災
し
た
宮
城
県
石
巻
市
で
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
設
立
さ
れ
た
非
営
利
組
織
で
す
。
震
災
の

翌
月
、
私
は
、
車
を
失
っ
て
困
っ
て
い
る
方

を
助
け
た
い
一
心
で
車
集
め
を
始
め
ま
し

た
。
し
か
し
50
社
以
上
に
断
ら
れ
、
３
カ
月

か
か
っ
て
、
よ
う
や
く
１
台
の
車
を
石
巻
の

仮
設
住
宅
に
お
届
け
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
、
こ
の
活
動
は
始
ま
り
ま
し
た
。
私
た
ち

は
業
界
団
体
で
は
な
く
、
全
国
の
個
人
・
法

人
・
自
治
体
な
ど
か
ら
寄
付
い
た
だ
い
た
車

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
い
ま
で
は
寄
付
で
集

め
た
約
６
０
０
台
を
活
用
し
、
石
巻
の
本
部

の
ほ
か
、
災
害
が
ご
縁
で
設
立
し
た
７
つ
の

支
部
（
秋
田
・
栃
木
・
静
岡
・
石
川
・
佐
賀
・

宮
崎
・
熊
本
）
で
、
３
つ
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
中
心
と
な
る
の
が「
モ
ビ
リ
テ
ィ
・

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」と
呼
ぶ
災
害
支
援
事
業
で
、

被
災
さ
れ
た
方
や
支
援
団
体
へ
車
を
無
償
で

貸
し
出
す
取
組
で
す
。東
日
本
大
震
災
以
降
、

35
の
災
害
に
対
し
て
延
べ
１
万
台
以
上
を
提

供
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
生
活
困
窮

者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
を

対
象
と
し
た
低
額
の
カ
ー
リ
ー
ス
事
業
や
、

地
域
で
車
を
シ
ェ
ア
し
て
住
民
共
助
の
移
動

支
援
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

■�「
災
害
サ
ポ
ー
ト
・
レ
ン
タ
カ
ー
」
の

仕
組
み

災
害
時
に
行
っ
て
い
る
車
の
無
償
貸
出
支

情　報

▲寄付いただいた最初の車

▲能登半島地震での車の被害の様子
　（石川県珠洲市）

▼�被災された方々の声（２分20秒）をQRコードで
ご覧いただけます。

災
害
時
の
「
車
の
問
題
」
に
、自
治
体
は
ど
う
備
え
る
か
？

災
害
時
の
「
車
の
問
題
」
に
、自
治
体
は
ど
う
備
え
る
か
？

��
―
災
害
サ
ポ
ー
ト
・
レ
ン
タ
カ
ー
の
仕
組
み
と
、
自
治
体
に
で
き
る
こ
と
―

―
災
害
サ
ポ
ー
ト
・
レ
ン
タ
カ
ー
の
仕
組
み
と
、
自
治
体
に
で
き
る
こ
と
―
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援
の
事
業
を
、私
た
ち
は
「
災
害
サ
ポ
ー
ト
・

レ
ン
タ
カ
ー
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。車
を
失
っ

た
被
災
者
の
方
に
は
乗
用
車
を
１
カ
月
単
位

で
、
片
付
け
や
支
援
活
動
に
使
う
貨
物
車
は

３
日
単
位
で
お
貸
し
し
ま
す
。
貸
出
期
間
は

お
お
む
ね
４
カ
月
程
度
、
被
害
が
甚
大
な
場

合
は
さ
ら
に
延
長
し
、
能
登
半
島
地
震
で
は

２
年
以
上
に
わ
た
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

費
用
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
。
車
は
す
べ
て
寄

付
で
集
め
、
タ
イ
ヤ
や
オ
イ
ル
な
ど
は
メ
ー

カ
ー
の
協
賛
、
運
搬
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
で
成
り
立
た
せ
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
費

用
を
抑
え
て
支
援
す
る
仕
組
み
を
15
年
か
け

て
築
い
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
費
を
民

間
の
助
成
金
や
こ
の
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ

る
支
援
者
の
方
々
の
寄
付
、
活
用
が
難
し
い

車
を
パ
ー
ツ
や
資
源
化
す
る
こ
と
で
得
た
資

金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

■�

連
携
で
、
支
援
の
規
模
が
10
倍
、�

そ
し
て
１
０
０
倍
に

こ
の
車
の
支
援
は
、
自
治
体
と
連
携
す
る

こ
と
で
、
届
け
ら
れ
る
規
模
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
そ
れ
を
最
初
に
実
感
し
た
の
が
、

２
０
１
８
年
の
西
日
本
豪
雨
で
し
た
。

た
ま
た
ま
岡
山
県
の
伊
原
木
知
事
が

ニ
ュ
ー
ス
で
私
た
ち
の
活
動
を
知
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
岡
山
県
と
連
携
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
岡
山
県
が
倉
敷
市
と

私
た
ち
を
つ
な
ぎ
、
倉
敷
市
に
は
車
の
貸
出

拠
点
と
な
る
場
所
の
確
保
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
避
難
所
へ
の
チ
ラ
シ
掲
示
、
被

災
世
帯
へ
の
郵
送
に
よ
る
支
援
情
報
の
配

布
、
市
報
で
の
紹
介
な
ど
、
徹
底
し
て
情
報

を
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。岡
山
県
に
は
、

地
元
の
自
動
車
販
売
会
社
の
団
体（
自
販
連
・

軽
自
動
車
協
会
）
へ
協
力
要
請
の
文
書
の
発

出
も
し
て
い
た
だ
き
、
自
動
車
販
売
会
社
の

皆
さ
ま
が
、
車
の
寄
付
、
整
備
、
登
録
な
ど

に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
98
台
の
車
を
活
用
し
、
延
べ

６
２
９
件
の
貸
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
支
援
規
模
を
10

倍
以
上
に
広
げ
る
、
大
き
な
転
機
と
な
り
ま

し
た
。
連
携
が
上
手
く
い
け
ば
、
支
援
の
規

模
は
大
き
く
変
わ
る
。
こ
の
経
験
で
そ
の
こ

と
を
学
ん
だ
私
た
ち
は
、
連
携
構
築
を
広
げ

て
い
く
こ
と
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

岡
山
で
得
た
経
験
は
、
２
０
２
４
年
の
能

登
半
島
地
震
・
豪
雨
で
さ
ら
に
大
き
く
花
開

き
ま
し
た
。
石
川
県
内
の
７
つ
の
自
治
体
と

自
動
車
業
界
に
協
力
い
た
だ
い
た
結
果
、
能

登
で
は
延
べ
６
、２
２
８
件
の
貸
出
を
実
現

し
ま
し
た
。
岡
山
の
約
10
倍
、
つ
ま
り
そ
れ

以
前
か
ら
比
べ
る
と
約
１
０
０
倍
に
あ
た
る

規
模
で
す
。
石
川
県
で
は
前
年
に
珠
洲
市
で

地
震
の
支
援
で
対
応
し
た
経
験
が
あ
り
、
石

川
県
庁
の
担
当
者
と
も
面
識
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
北
陸
の
自
販
連
（
自
動
車
販
売
会
社

の
団
体
）
と
も
事
例
紹
介
を
た
ま
た
ま
発
災

２
カ
月
前
に
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
そ
の
経
緯
も
あ
り
、
発
災
後
す
ぐ
に
連

携
体
制
を
生
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。

大
規
模
な
災
害
に
な
る
ほ
ど
、
自
治
体
や

自
動
車
業
界
と
し
っ
か
り
連
携
で
き
る
か
ど

う
か
で
、
支
援
の
大
き
さ
が
変
わ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
平
時
か
ら
「
何
が
必
要
に
な
り
、

誰
が
担
え
る
か
」
を
考
え
、
連
携
体
制
を
築

い
て
お
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
大
き
な

支
援
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

■
自
治
体
と
の
連
携
は「
場
所
」と「
広
報
」

私
た
ち
が
自
治
体
と
連
携
す
る
の
は
、
大

き
く
「
場
所
」
と
「
広
報
」
の
２
点
で
す
。

支
援
を
行
う
際
、
自
治
体
に
お
願
い
す
る

こ
と
の
１
つ
は
、
場
所
の
提
供
で
す
。
車
を

保
管
す
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
、
貸
し
出
し
の

受
付
を
行
う
会
議
室
等
の
場
所
を
ご
用
意
い

た
だ
け
れ
ば
、
受
付
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の

他
の
実
務
は
、
私
た
ち
と
後
述
す
る
登
録
者

（
災
害
対
応
人
材
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
）
や
現
地
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
支
援
協
力
者
が
基
本
的
に
担
い
ま
す
。

も
う
１
つ
が
広
報
で
す
。
私
た
ち
が
い
く

ら
発
信
し
て
も
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
な

か
な
か
情
報
が
届
き
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

自
治
体
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
広
報

誌
、
避
難
所
や
罹
災
証
明
窓
口
な
ど
に
設
置

す
る
チ
ラ
シ
等
で
発
信
し
て
く
だ
さ
る
と
、

高
い
確
率
で
お
困
り
の
方
に
情
報
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
、
令
和
７
年
の
九

州
豪
雨
で
支
援
を
利
用
さ
れ
た
方
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
支
援
を
知
っ
た
き
っ
か
け
の

約
44
％
が
自
治
体
か
ら
の
発
信
で
、
協
会
か

ら
の
発
信
は
11
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
自

治
体
か
ら
の
発
信
が
、
そ
れ
だ
け
大
き
な
力

を
持
つ
の
で
す
。

こ
う
し
た
連
携
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た

め
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
全
国
30
の
自
治
体

と
協
定
を
結
ん
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
協
定

を
結
べ
て
い
る
自
治
体
は
ま
だ
一
部
に
と
ど

ま
り
、
情
報
が
届
く
地
域
と
届
か
な
い
地
域

の
差
が
課
題
で
し
た
。そ
こ
で
全
国
町
村
会
・

全
国
市
長
会
と
連
携
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今

情　報

▲被災地での車支援の様子（令和６年能登半島地震、写真左：輪島市、写真右：能登町）
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回
こ
の
よ
う
に
、
紙
面
を
通
じ
て
全
国
の
町

村
の
皆
さ
ま
へ
直
接
お
伝
え
す
る
機
会
を
い

た
だ
い
た
の
で
す
。

■�
自
治
体
が
平
時
か
ら
備
え
ら
れ
る�

３
つ
の
こ
と

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
自
治
体
が

平
時
か
ら
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
は
「
３
つ
の
備
え
」
を
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。
1
つ
目
は
「
車
の
備
え
」。
住
民
・
企

業
へ
の
車
の
寄
付
の
呼
び
か
け
（
庁
舎
へ
の

ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
広
報
誌
な
ど
へ
の
周
知
）

や
、
使
わ
な
く
な
っ
た
公
用
車
の
ご
寄
付
に

ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で
、
支
援
で
活
用
で

き
る
車
が
増
え
ま
す
。
2
つ
目
は
「
人
の
備

え
」。
車
を
被
災
地
へ
届
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
架
け
橋
ド
ラ
イ
バ
ー
」（
全
国
約
１
、

５
０
０
名
）
と
、
現
地
の
拠
点
で
貸
出
対
応

な
ど
を
担
う
「
災
害
対
応
人
材
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」

（
全
国
約
１
５
０
名
）
へ
の
登
録
を
、
地
域

で
広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
3
つ
目
は

「
場
所
の
備
え
」。
発
災
時
に
貸
し
出
し
拠
点

と
な
る
駐
車
場
や
事
務
ス
ペ
ー
ス
を
、
あ
ら

か
じ
め
候
補
地
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て

お
く
こ
と
で
す
。２
０
２
６
年
７
月
時
点
で
、

全
国
で
約
４
０
０
カ
所
が
車
の
支
援
で
活
用

で
き
る
候
補
施
設
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
自
治

体
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
支
援
の
規
模
と

ス
ピ
ー
ド
に
直
結
し
ま
す
。

■
ま
ず
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
首
長
や
職
員
の
皆

さ
ま
の
頭
の
片
隅
に
「
車
で
困
っ
た
ら
相
談

で
き
る
先
が
あ
る
」
と
い
う
情
報
が
あ
る
だ

け
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
被
災
さ
れ
た
方

へ
支
援
を
格
段
に
速
く
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
車
の
支
援
や
備
え
の
連
携
に
つ

い
て
ご
関
心
を
お
持
ち
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
当
協
会
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
意
見
交
換
や
町
村
会
の
会
合
等
で
の
ご
説

明
に
も
対
応
し
ま
す
。

■
よ
く
あ
る
質
問

最
後
に
、
よ
く
い
た
だ
く
ご
質
問
に
お
答

え
し
ま
す
。

Ｑ
．�

費
用
は
か
か
り
ま
す
か
。

Ａ
．�

支
援
は
原
則
無
償
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

支
援
の
対
価
を
自
治
体
か
ら
い
た
だ
い

た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、

大
規
模
災
害
や
支
援
の
長
期
化
の
際
に

国
の
財
政
措
置
が
発
動
し
、
公
費
の
活

用
が
可
能
に
な
る
場
合
に
は
、
必
要
な

支
援
を
届
け
る
た
め
に
、
そ
の
時
点
の

状
況
を
踏
ま
え
て
ご
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．�

支
援
を
受
け
る
た
め
に
個
別
協
定
は
必

要
で
す
か
。

Ａ
．�

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
協
定
の
有
無
で
支

援
の
優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｑ
．�

ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

Ａ
．�

定
型
的
な
事
前
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

支
援
が
必
要
に
な
っ
た
段
階
で
、
ま
ず

協
会
へ
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
現
地

の
状
況
を
伺
い
、
可
能
な
範
囲
で
対
応

い
た
し
ま
す
。

災
害
で
車
を
失
っ
て
も
車
の
支
援
が
届
く

社
会
を
つ
く
り
た
い
。
最
も
多
く
の
車
を

失
っ
た
石
巻
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
取
組
が
、

全
国
の
町
村
の
災
害
へ
の
備
え
に
少
し
で
も

役
立
て
ば
幸
い
で
す
。

情　報

▲公用車をご寄付いただいた時の様子（左：丸森町、右：大衡村）

▲町村会でご説明させていただいている様子（左：静岡県、右：佐賀県）
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タ
ン
タ
ン

タ
ン
タ
ン

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　

北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
上
富
良

野
町
は
、
広
大
な
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
や
十
勝
岳
を

望
む
雄
大
な
景
観
が
特
徴
の
町
で
す
。
そ
ん

な
上
富
良
野
町
の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
と
し
て

2
0
1
3
年
か
ら
活
躍
し
て
い
る「
ら
べ
と
ん
」

は
、「
豚
さ
が
り
」が
特
に
絶
品
と
い
わ
れ
る「
か

み
ふ
ら
の
ポ
ー
ク
」
と
町
の
花
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」

が
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の
看
板

や
交
通
安
全
旗
、
ご
当
地
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

「
M
A
R
U
G
O
T
O 

K
A
M
I
F
U
R
A
N
O

P
R
E
M
I
U
M 

C
H
I
P
S 

黄
金
の
一
枚
」

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
見

か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
2
月
開
催
の
「
か

み
ふ
ら
の
雪
ま
つ
り
」
や
7
月
の
「
ラ
ベ
ン

ダ
ー
フ
ェ
ス
タ
か
み
ふ
ら
の
」
等
、
町
内
の
イ

ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
北
海
道
外
で
特
産
品

フ
ェ
ア
等
に
参
加
す
る
こ
と
も
。「
ら
べ
と
ん
」

は
、
近
寄
る
と
ほ
の
か
な
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香

り
が
す
る
の
で
、
見
か
け
た
際
は
ぜ
ひ
近
く

で
清
々
し
い
香
り
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
県
の
東
南
部
に
位
置
す
る
和
気
町
は
、

標
高
2
0
0
～
4
0
0
m
の
山
々
に
囲
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
町
で
す
。
全
国
か
ら
著
名
な
藤
を

集
め
、
約
1
0
0
種
類
・
1
4
0
本
の
藤
が
咲

き
誇
る
「
藤
公
園
」（
1
9
8
5
年
開
園
）
や

旧
片
上
鉄
道
跡
を
利
用
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
「
片
鉄
ロ
マ
ン
街
道
」
と
い
っ
た
観
光

名
所
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
一
の

タ
ン
チ
ョ
ウ
飼
育
数
を
誇
る
「
岡
山
県
自
然

保
護
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
わ
け

ま
ろ
く
ん
」「
フ
ジ
コ
ち
ゃ
ん
」
と
一
緒
に
町

の
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
担
っ
て
い
る
の
が
、

町
鳥「
タ
ン
チ
ョ
ウ
」を
モ
チ
ー
フ
と
し
た「
タ

ン
タ
ン
」
で
す
。
毎
年
8
月
16
日
に
開
催
す

る
「
炎
の
祭
典　

和
文
字
焼
き
ま
つ
り
」
や

毎
年
秋
に
行
わ
れ
る
「
佐
伯
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ

ス
タ
」
な
ど
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

ほ
か
、
時
に
は
町
外
に
も
出
か
け
て
い
っ
て
、

和
気
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

1984年5月12日生まれ。ずーっと35
歳。温厚な性格で、ちょっと天然のと
ころがある。厚沢部音頭などの踊りや
スポーツが得意。暑さが少々苦手。写
真左から、妻「さつき」、娘「ポテ子」、
息子「はぜる」、「おらいも君」の4人
家族。

7月28日生まれの17歳の女の子。食べる
だけで豚肉の産地がわかるという“きき
豚”が得意。趣味はポプリ（香り袋）づくり、
食べ歩き、ガーデニング。好きな言葉は「清
く　正しく　美しく」。近づくとラベンダー
のいい香りがする。

和
気
町
に
あ
る
「
岡
山
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
こ
っ
そ
り
抜

け
出
し
て
、
和
気
町
の
P
R
活
動
に
励
ん
で
い
る
。
和
気
町
の
P
R

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
わ
け
ま
ろ
く
ん
」
と
「
フ
ジ
コ
ち
ゃ
ん
」
と
は
大

の
仲
良
し
。

　

厚
沢
部
町
は
、
北
海
道
南
端
、
渡
島
半
島

の
日
本
海
側
に
位
置
す
る
町
で
す
。
農
林
業

を
基
幹
産
業
と
し
、
1
9
2
5
年
に
初
め
て

作
付
け
さ
れ
た
馬
鈴
薯
「
メ
ー
ク
イ
ン
」
発

祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
内
を

貫
く
国
道
2
2
7
号
線
沿
い
の
看
板
に
、
町

の
特
産
品
「
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
」
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
て

い
た
の
を
元
に
誕
生
し
た
の
が
「
お
ら
い
も

君
」
で
す
。
後
に
家
族
が
増
え
、「
お
ら
い
も

フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
し
て
、「
あ
っ
さ
ぶ
ふ
る
さ

と
夏
ま
つ
り
」
等
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、
町
民
や
観
光
客
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

「
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
」
を
は
じ
め
、
メ
ロ

ン
や
ア
ス
パ
ラ
、
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
等
の
特
産
品

の
P
R
活
動
を
行
い
、
町
の
広
報
大
使
と
し

て
町
を
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
常
駐
し
て

い
る
「
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
」
が
2
0
2
6
年

10
月
8
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
な
の
で
、ぜ
ひ
「
お
ら
い
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

に
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

柱のテキスト変数
月 日 号数
9 14 3373

お
ら
い
も
君

お
ら
い
も
君

ら
べ
と
ん

ら
べ
と
ん

Vol.199

北
海
道
厚あ

っ
さ
ぶ

沢
部
町ち

ょ
う

岡
山
県
和わ

気け

町ち
ょ
う

北
海
道
上か

み

富ふ

良ら

野の

町ち
ょ
う

上
富
良
野
町
ご
当
地
ア
イ
ド
ル

厚
沢
部
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

和
気
町
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

岡山県和気町

北海道厚沢部町

北海道上富良野町

く
ん

p12 3373 ご当地キャラじまん199.indd   12p12 3373 ご当地キャラじまん199.indd   12 2026/09/14   9:46:162026/09/14   9:46:16



引
退
馬
、
余
生
も
幸
せ
に
　
全
国
か
ら
集
め

町
お
こ
し�
（
北
海
道
標
茶
町
）

東
京
か
ら
北
海
道
に
移
住
し
た
夫
婦
が
、
東
部

の
標
茶
町
で
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
な
ど
を
引
退
し
た
馬

を
全
国
か
ら
集
め
、
牧
場
で
安
価
に
預
か
る
取
り

組
み
を
続
け
て
い
る
。
馬
の
「
つ
い
の
す
み
か
」

を
確
保
し
な
が
ら
、
交
流
人
口
を
増
や
し
て
町
お

こ
し
に
つ
な
げ
る
狙
い
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
す
る
な
ど
町
も
協
力
。「
馬
を
架
け
橋
に
町
の

フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
」
と
の
夫
婦
の
思
い
が
結

実
し
つ
つ
あ
る
。

８
月
半
ば
、
町
内
の
牧
場
で
は
、
全
国
か
ら
預

け
ら
れ
た
馬
が
の
ん
び
り
と
余
生
を
過
ご
し
て
い

た
。
く
ら
を
積
ま
ず
、
蹄
鉄
も
外
さ
れ
て
い
る
。

取
り
組
み
に
は
町
内
三
つ
の
牧
場
が
参
加
し
、
現

在
計
10
頭
を
預
か
る
。
親
し
ん
で
い
た
馬
に
会
う

た
め
に
全
国
か
ら
フ
ァ
ン
が
集
う
。

取
り
組
み
は
、
岡
本
昌
さ
ん
（
66
）
と
妻
の
千

恵
さ
ん
（
59
）
が
乗
馬
の
た
め
東
京
か
ら
道
東
を

訪
れ
る
中
、
馬
の
頭
数
減
少
な
ど
地
域
の
課
題
を

感
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
２
０
１
６
年
、
昌
さ

ん
は
勤
め
て
い
た
企
業
を
退
職
し
、
馬
を
活
用
し

た
地
域
振
興
を
進
め
る
「
道
東
ホ
ー
ス
タ
ウ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
後
、
同
町

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
就
任
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
と
し
て
引
退
馬
の
預
か
り
事
業
を
開

始
。
３
年
の
任
期
を
終
え
た
後
も
活
動
を
続
け
る

た
め
、
20
年
に
会
社
を
設
立
し
た
。

高
齢
の
た
め
人
を
乗
せ
ら
れ
な
く
な
っ
た
馬
を

牧
場
に
預
け
る
費
用
は
高
額
で
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
に

は
大
き
な
負
担
と
な
る
。
食
肉
に
回
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
さ
れ
、
昌
さ
ん
は
「
死
ぬ
ま
で
手
間

と
お
金
を
か
け
ら
れ
る
引
退
馬
は
わ
ず
か
」
と
説

明
す
る
。

そ
こ
で
、
標
茶
町
と
連
携
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
て
馬
の
受
け
入
れ
先
と
な
る
牧
場
を
支

援
す
る
仕
組
み
を
考
案
。
全
国
の
馬
好
き
か
ら
年

間
３
千
万
～
４
千
万
円
ほ
ど
が
集
ま
る
と
い
い
、

町
内
の
牧
場
へ
の
預
け
費
用
を
低
減
さ
せ
た
。
町

の
担
当
者
は
「
馬
を
通
し
て
人
の
つ
な
が
り
や
経

済
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
」
と
期
待
す
る
。

現
在
、
夫
婦
は
取
り
組
み
を
道
東
全
体
に
広
げ

よ
う
と
拠
点
を
隣
の
鶴
居
村
に
移
し
て
活
動
す

る
。
千
恵
さ
ん
は
「
頑
張
っ
て
く
れ
た
馬
が
ゆ
っ

く
り
過
ご
せ
て
、
地
域
と
事
業
者
に
と
っ
て
も
良

い
循
環
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ

た
。�

（
2026



年
9
月
6
日
・
共
同
通
信
）

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
、
長
野
・
喬
木
村
で
実

証
実
験
　
村
営
バ
ス
低
迷
で
11
月
か
ら

�

（
長
野
県
喬
木
村
）

長
野
県
下
伊
那
郡
喬
木
村
は
11
月
か
ら
来
年
1

月
ま
で
、
予
約
制
で
自
宅
と
公
共
施
設
間
な
ど
を

移
動
で
き
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
を

す
る
。
村
営
バ
ス
の
利
用
が
低
迷
し
て
お
り
、
人

件
費
や
燃
料
費
が
高
騰
す
る
中
で
適
切
な
運
行
体

系
を
探
る
。

村
営
バ
ス
は
、
村
中
心
部
と
山
間
部
や
村
外
と

を
結
ぶ
平
日
運
行
の
3
系
統
と
、
週
2
～
3
日
、

午
前
に
村
中
心
部
を
周
回
す
る
4
系
統
が
あ
る
。

村
に
よ
る
と
、
202


5
年
度
の
利
用
者
数
は

6
7
7
9
人
で
、
15
年
度
か
ら
の
10
年
間
で
3
割

減
っ
た
。
朝
夕
の
通
学
や
通
院
時
間
帯
の
便
は
一

定
数
の
乗
客
が
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
1
便
当
た

り
の
平
均
乗
客
数
が
1
桁
の
便
が
目
立
つ
。
1
人

当
た
り
の
運
行
経
費
は
同
じ
10
年
間
で
2
・
5
倍

の
5
001


円
に
上
が
っ
た
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
11
月
4
日
か
ら
来
年

1
月
29
日
ま
で
運
行
す
る
計
画
だ
。
村
営
バ
ス
に

使
っ
て
い
る
10
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車
の
ほ
か
、
7
人

乗
り
車
両
を
新
た
に
1
台
購
入
し
て
運
用
。
実
験

期
間
中
は
村
営
バ
ス
の
上
平
線
、
富
田
線
、
阿
島

線
、
伊
久
間
線
の
4
系
統
を
運
休
し
、
車
両
や
人

員
を
充
て
る
。
運
行
は
北
部
タ
ク
シ
ー（
高
森
町
）

に
委
託
す
る
。

事
前
登
録
し
た
村
民
が
平
日
の
日
中
に
利
用
で

き
、
電
話
や
専
用
サ
イ
ト
で
予
約
す
る
。
運
行
シ

ス
テ
ム
は
通
信
大
手
K
D
D
I
の
子
会
社
に
よ
る

「
m
o
b
i
」
を
利
用
し
、
予
約
情
報
に
基
づ
き

人
工
知
能
（
A
I
）
が
経
路
を
選
定
す
る
。
乗
車

料
金
は
1
回
、
大
人
400


円
、
子
ど
も
2
0
0

円
。
実
証
実
験
の
経
費
約
2
千
万
円
の
ほ
と
ん
ど

を
国
の
補
助
金
で
賄
い
、
村
は
約
200


万
円
を

負
担
す
る
。

�
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年
9
月
２
日
・
信
濃
毎
日
新
聞
）

ネ
ッ
ト
注
文
か
ら
配
送
ま
で
　
鳥
取
・
江
府

町
　
買
い
物
支
援
実
証
実
験

�

（
鳥
取
県
江
府
町
）

買
い
物
が
困
難
な
住
民
へ
の
支
援
と
配
送
の
効

率
化
に
向
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
た
商

品
を
自
宅
な
ど
に
届
け
る
実
証
実
験
が
江
府
町
で

始
ま
っ
た
。
町
と
ア
ク
シ
ス
Ｉ
Ｔ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
鳥
取
市
）、
町
内
で
移
動
販
売
を
手
が
け
る
合
同

会
社
え
ん
ち
ゃ
ん
（
同
町
）
が
連
携
。
本
年
度
末

ま
で
実
験
し
、
新
た
な
買
い
物
・
物
流
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
の
可
能
性
を
検
証
す
る
。
８
日
、
商
品
の

注
文
か
ら
配
送
、
受
け
取
り
ま
で
の
流
れ
が
報
道

陣
に
公
開
さ
れ
た
。

実
験
で
は
、
ア
ク
シ
ス
Ｉ
Ｔ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が

運
営
す
る
ネ
ッ
ト
モ
ー
ル
「
ト
リ
ス
ト
」
を
活
用

す
る
。
え
ん
ち
ゃ
ん
、
ま
る
ご
う
溝
口
店
（
伯
耆

町
）、
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
伯
耆
店
（
同
）
の
３
店

舗
の
商
品
約
２
２
０
０
点
を
取
り
扱
い
、
住
民
は

食
料
品
や
日
用
品
、
農
業
用
品
な
ど
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
注
文
。拠
点
と
な
る
公
共
施
設
で
は
、

カ
タ
ロ
グ
か
ら
選
ん
だ
商
品
を
集
落
支
援
員
が
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
注
文
す
る
。

注
文
を
受
け
た
商
品
は
ア
ク
シ
ス
が
各
店
舗
か

ら
集
め
、
１
日
１
便
、
週
４
回
、
え
ん
ち
ゃ
ん
に

配
送
。
え
ん
ち
ゃ
ん
が
移
動
販
売
車
で
各
家
庭
や

受
け
取
り
拠
点
に
届
け
る
。

こ
の
日
は「
な
な
い
ろ
サ
ロ
ン
」（
江
府
町
武
庫
）

で
、
集
落
支
援
員
が
住
民
の
注
文
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
支
援
す
る
様
子
や
、
注
文
し
た
商
品
を
自
宅
で

受
け
取
る
様
子
な
ど
が
公
開
さ
れ
た
。
利
用
し
た

川
上
倭
穂
さ
ん
（
83
）
＝
同
町
御
机
＝
は
「
食
材

は
移
動
販
売
な
ど
で
自
分
で
見
て
選
び
た
い
思
い

も
あ
る
が
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
は
車
の
出
入

り
が
激
し
く
、駐
車
場
も
狭
い
の
で
行
き
に
く
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
が
苦
手
な
の
で
、
支
援

し
て
も
ら
え
て
助
か
る
」
と
話
し
た
。

え
ん
ち
ゃ
ん
の
遠
藤
真
吾
さ
ん
（
42
）
は
「
お

客
さ
ん
の
買
い
物
の
選
択
肢
が
増
え
る
の
が
利
点
。

う
ち
に
な
い
商
品
は
無
理
に
取
り
寄
せ
ず
、
他
の

店
に
任
せ
た
い
。
そ
の
分
、
よ
り
良
い
商
品
開
発

を
ど
ん
ど
ん
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

町
の
人
口
は
２
３
４
７
人
、
高
齢
化
率
は
51
・

９
％
（
い
ず
れ
も
８
月
末
現
在
）
に
上
る
。
高
齢

化
に
伴
い
、
買
い
物
や
移
動
が
難
し
い
住
民
が
増

え
て
い
る
ほ
か
、
物
流
の
担
い
手
不
足
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
町
は
６
月
定
例
会
で
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
た
事
業
費
２
千
万
円
を
計
上
。
本
年

度
末
ま
で
実
験
し
、
利
用
状
況
や
事
業
と
し
て
の

成
立
性
を
検
証
す
る
。

白
石
祐
治
町
長
は
「
行
政
関
連
の
書
類
の
配
送

な
ど
、
買
い
物
以
外
に
も
広
げ
て
い
け
る
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
検
証
し
た
い
」
と
話
し
た
。

�

（
2026



年
9
月
9
日
・
日
本
海
新
聞
）

https://47gyosei.jp/

本
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
は
施
策
立
案
に

も
役
立
つ
　
「
４７
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の

許
諾
を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す

町
村

か
わ
ら
版
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工芸品の欧州販路開拓
～自治体に求められる視点と実践のコツ～

令和8年度 第1回 海外経済セミナー

日本の工芸品をどのように欧州市場へ売り
込むか。世界17都市で6,600件超の海外展
開を支援してきた講師が、フランス・英国・

ドイツを中心とした市場の現状や、自治体に
求められる視点と実践のコツをわかりやすく
紹介します。

こんな皆さんにお勧めです  地域の工芸品の海外販路を開拓したい
 地域産業の活性化や担い手確保につなげたい
 他自治体の海外展開・取組事例を参考にしたい
 欧州市場の現状やノウハウ・支援制度を知りたい

一般財団法人自治体国際化協会（CLAIR/クレア）
交流支援部 経済交流課 (担当：エンジャ・福田) 
TEL: 03-5213-1726 Email: keishin@clair.or.jp

お問合わせ

講師

日本文化とその担い手の海外展開を支援する一般社団法人ジャパン
プロモーション代表理事。2015年に同法人を設立し、パリ、ドバイなど世
界17都市で展示会出展から越境EC、現地テスト販売までをワンストッ
プで支援。これまで企業・アーティストの出展支援6,600件超、30の自
治体・地域団体の海外展開施策を受託。セミナーでの講演活動も数
多く実施している。

一般社団法人ジャパンプロモーション
代表理事 生島 儀尊 氏

お申込み
9月28日(月)までに、下記URL又は右下の二次元コードよりお申込みください。
講師への質問も募集しております。※先着順・定員500名
https://zoom.us/webinar/register/WN_fNTyX4LnSTCRD1Rp0zHePw

令和8年 9月 29日 (火) 14:00～15:30日時
開催
方法

オンライン
(Zoomウェビナー) 対象 自治体職員（産業振興・海外販路開拓・

インバウンド誘致・国際関係部署等）、関連団体等

「伝統と先端と」パリ展の様子（2025年）
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「
お
前
は
鬼
の
遣
い
か
！
」
９
年
前
の

町
長
選
挙
で
は
痛
烈
な
言
葉
を
何
回
も
浴

び
せ
ら
れ
た
。
鬼
北
町
…
全
国
１
７
０
０

余
り
の
自
治
体
の
中
で
、
町
名
に
「
鬼
」

の
文
字
が
入
る
唯
一
の
町
。「
鬼
の
棲
む

ま
ち
」
と
し
て
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
る
。

十
数
年
前
、
前
町
長
が
町
内
の
道
の
駅

２
カ
所
に
4
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
鬼
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
制
作
し
た
。
当
時
２
体
で

３
千
万
円
の
経
費
を
要
し
た
こ
と
と
、
怖

い
グ
ロ
テ
ス
ク
な
様
相
か
ら
、
当
時
の
町

民
の
中
に
は
否
定
的
な
意
見
の
方
も
多
数

お
ら
れ
た
。

し
か
し
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
全
盛
期
に
あ
っ

て
、
逆
に
異
様
な
胴
体
が
評
判
と
な
り
、

物
珍
し
さ
か
ら
道
の
駅
を
訪
れ
る
観
光
客

の
方
が
増
え
た
た
め
、
以
来
道
の
駅
で
の

農
産
物
の
売
れ
行
き
が
落
ち
る
こ
と
な
く

推
移
し
て
お
り
、
生
産
者
を
は
じ
め
町
民

の
方
々
の
中
で
も
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
市
民

権
を
得
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

現
在
は
、「
鬼
の
造
形
大
賞
」「
鬼
の

ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
」「
愛
あ
る
鬼
嫁
コ
ン

テ
ス
ト
」
な
ど
独
自
色
を
醸
し
出
す
イ
ベ

ン
ト
に
励
ん
で
い
る
。

鬼
北
町
は
四
国
西
南
の
山
に
囲
ま
れ
た

典
型
的
な
中
山
間
地
域
で
、
面
積
の
８
割

を
占
め
る
山
林
に
は
、
私
た
ち
の
先
代
・

先
々
代
が
植
え
た
40
年
か
ら
70
年
生
の

杉
・
ヒ
ノ
キ
が
多
数
存
在
す
る
。

こ
ど
も
た
ち
は
学
校
で
は
、森
林
保
護
の

意
識
を
育
む
よ
う
な
教
育
を
受
け
て
い
る
。

し
か
し
今
、
私
た
ち
の
世
代
や
こ
ど
も

た
ち
の
世
代
が
「
財
産
」
だ
と
思
っ
て
い

る
森
林
は
、
30
年
後
に
相
も
変
わ
ら
な
い

緑
の
財
産
と
し
て
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
１
０
０

年
生
の
間
伐
を
し
て
い
な
い
山
の
状
況
を

見
た
人
は
誰
も
い
な
い
。
多
分
「
財
産
」

で
は
な
く
、「
価
値
と
し
て
見
い
だ
せ
な

い
厄
介
者
」
と
な
る
可
能
性
が
極
め
て
高

い
と
判
断
す
る
。

明
治
時
代
以
降
、
林
業
を
生
業
と
し
て

生
き
て
き
た
方
は
、必
ず
間
伐
を
実
施
し
、

山
を
財
産
と
し
て
守
っ
て
き
た
。
そ
れ
が

山
を
大
切
に
す
る
者
た
ち
の
ル
ー
ル
だ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

私
は
、
今
の
間
伐
の
最
適
時
期
が
き
て

い
る
森
林
の
多
く
を
、
次
世
代
へ
の
財
産

と
し
て
、
ま
た
町
民
が
誇
れ
る
鬼
北
の
自

然
環
境
と
し
て
残
し
て
い
く
作
業
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
徐
間
伐
作
業
で
生
じ
た
未
利
用
材

の
活
用
方
法
と
し
て
、
杉
の
木
を
使
っ
た

改
質
リ
グ
ニ
ン
事
業
及
び
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
を
事
業
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

杉
の
成
分
は
、
セ
ル
ロ
ー
ス
な
ど
の
繊

維
が
70
％
、
そ
の
残
り
の
部
分
が
リ
グ
ニ

ン
と
い
わ
れ
る
物
質
で
あ
る
。
こ
れ
を
化

学
反
応
さ
せ
て
出
来
た
も
の
が
改
質
リ
グ

ニ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
油
性
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
変
わ
る
、
脱
炭
素
社
会
の
新

し
い
社
会
生
活
に
活
用
さ
れ
る
も
の
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
鬼
北
町
は
「
改
質
リ
グ
ニ
ン
大

規
模
製
造
技
術
実
証
事
業
」
の
実
施
地
と

し
て
プ
ラ
ン
ト
建
設
を
進
め
て
い
る
。
あ

く
ま
で
こ
の
事
業
の
目
的
は
間
伐
で
あ

り
、
そ
の
間
伐
を
推
進
す
る
「
手
段
」
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

現
在
の
林
業
は
、
木
材
価
格
の
低
迷
に

よ
り
森
林
所
有
者
が
間
伐
す
る
と
赤
字
に

な
る
状
況
…
よ
っ
て
、
木
を
切
ら
な
い
。

近
年
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
時
に
、
一
時
的

に
木
材
価
格
が
上
昇
し
た
た
め
、
所
有
す

る
森
林
伐
採
を
依
頼
す
る
人
が
増
え
た

が
、
林
業
経
営

と
い
う
よ
り

は
、
先
達
の
植

栽
し
た
杉
・
ヒ

ノ
キ
を
高
値
で

売
り
切
ろ
う
…

と
い
う
形
態

で
、
全
伐
し
た
と
こ
ろ
に
植
栽
す
る
方
は

珍
し
い
。

こ
れ
は
、
次
世
代
に
再
度
財
産
を
残
そ

う
と
す
る
長
期
的
サ
イ
ク
ル
の
林
業
経
営

で
は
な
く
、
一
時
的
な
財
産
取
得
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
状
態
は
森
林
所
有
者
か

ら
言
え
ば
当
然
の
行
い
で
も
あ
り
責
め
る

つ
も
り
は
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
施
策
と
し
て
、木
材
価
格
を

上
昇
さ
せ
る
た
め
、「
改
質
リ
グ
ニ
ン
」「
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」と
い
う
手
段
で
、木

材
価
格
を
付
加
価
値
の
あ
る
、
よ
り
高
い

水
準
で
引
き
取
っ
て
も
ら
う
…
こ
の
サ
イ

ク
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

で
間
伐
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
プ
ラ
ン
ト
で
の
雇
用
、
そ
し
て
木

材
関
係
事
業
者
、
さ
ら
に
木
材
運
送
へ
の

雇
用
の
維
持
・
拡
大
と
い
う
二
次
雇
用
・

三
次
雇
用
に
も
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
、
他

の
町
に
は
な
い
林
業
振
興
の
土
台
作
り
と

な
り
う
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
副
産
物
・
付
加
価

値
と
し
て
企
業
誘
致
に
付
与
す
る
事
業
と

考
え
る
。

国
県
の
お
力
も
必
要
だ
が
、最
後
に
は
、

【
鬼
北
町
の
財
産
】
を
守
っ
て
い
く
に
は
、

今
の
町
民
の
、
後
世
・
未
来
に
対
す
る
投

資
と
決
意
が
必
要
で
あ
る
。

も
う
少
し
頑
張
ろ
う
！

鬼
の
町
！

改
質
リ
グ
ニ
ン
へ
の
挑
戦
！

愛
媛
県
鬼き

北ほ
く

町
長

兵ひ
ょ
う

頭ど
う

　
誠せ

い

亀き
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